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1．はじめに
　山梨学院大学スポーツ科学部は「スポーツ科学の知
と技」を学生に修得させることをねらいとして 2016
年度に設置され、現在 1、2 年生が在籍している。上
記のねらい（教育目標）を達成するためのカリキュラ
ムは、総合基礎教育科目、および共通科目、コース科
目そしてキャリア形成科目から構成される専門科目に
よって構成されている。
　このうち 1年次の専門科目（必修）である「スポー
ツ基礎演習」では、「聞く」「書く」「伝える」という
基本的な学習技能について学ぶとともに、専門科目と
してスポーツ科学の学問領域の広さと深さを理解させ
ることに重きを置いている。一方全学的には、「基礎
演習」は総合基礎教育科目に位置付けられており、「ス
ポーツ基礎演習」の学びは「基礎演習」との共通性を
確保しつつ、スポーツ科学部としての専門性も取り入
れていく必要がある。そのため両者のバランスに配慮
したカリキュラムの編成が求められる。そこで初年次
の「スポーツ基礎演習」では、基礎教育に加えてスポー
ツ科学に関連するテーマとした学習を取り入れること
で、大学生としての基礎的能力とスポーツ科学部生と
しての専門性の養成との両立を試みることにした。
　本稿では、スポーツ科学部で開講される「スポーツ
基礎演習」の 2016 年度の取り組みを報告するととも
に、その望ましいカリキュラムについて検討すること
とする。
2．科目の概要
　「スポーツ基礎演習」はスポーツ科学部の専門教育
科目（共通科目；4 単位）に位置付けられており、通
年で開設される 1年次の必修科目である。その到達目
標は以下の通りである。
　1） 山梨学院大学スポーツ科学部生としての誇りを
身に付ける。 
　2） 卒業後を見据えた大学生活の過ごし方を考え、
それを実践できるようにする。 
　3） スポーツ科学の学問領域の広さと深さを理解し、
スポーツ科学に親しむ。 
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【要　約】
　本研究では、山梨学院大学スポーツ科学部の 1 年次必修科目である「スポーツ基礎演習」について設置初年度の実施内
容について報告するとともに、その望ましいカリキュラムについて検討した。「スポーツ基礎演習」は通年科目であり、
前期では主にスポーツに関する時事問題について自分の考えを文章にまとめて発表できることを目標とし、後期ではグ
ループで 1 つのテーマについて資料に基づいてプレゼンテーションを行うことを目標として授業を構成した。また授業の
一環として、スポーツ科学部生として自分達の身体能力に関心を持たせることを目的として「新体力テスト」を実施した。
これらの取り組みと並行して本研究では、体育・スポーツ系学部を持つ他大学における初年次教育の実態を把握するため
に、首都圏にある 2 つの大学に所属する教員を対象にしてインタビュー調査を実施した。これらのことから、1）近年の
入試形態の多様化に伴って、本学も含めた体育・スポーツ系学部生にとっての専門的な学びの基礎となる「聞く」「書く」
「話す」といった学習能力には、学生によって大きな差があると考えられること、2）本学部における「スポーツ基礎演習」
の到達目標について、現状ではその効果を評価する方法がないために評価方法の整備が課題となることが明らかとなった。
１）山梨学院大学スポーツ科学部
２）山梨学院大学現代ビジネス学部
３）山梨学院大学経営情報学部
４）山梨学院大学法学部
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　4） 3、4 年次で履修するスポーツ専門演習で選択す
る研究領域について考える。 
　5） 聞く・話す（討議する）・書く・伝える（発表す
る）などのスキルを身に付ける。
　「スポーツ基礎演習」では、授業の進め方として、前・
後期ともに、4 回の授業を 1 セットとして、1 回目を
講話（聞く）、2～ 4回目を討議（話す）、作文（書く）、
発表（伝える）を行うこととしている。講話のテーマ
としては前期では、ａ . 山梨学院大学の歴史・理念・
教育目標、競技スポーツ実績、ｂ . 大学生活の過ごし
方（学修の仕方、スポーツクラブ活動の取り組み方、
読書のススメ、アルバイトなど）、ｃ . 卒業後の将来
設計（進路）、ｄ . その他（国内外のニュース・動向
など）とし、後期では、ａ . スポーツ科学の全体像（学
問体系、学会・研究会組織など）、 ｂ . 各学問領域の特
徴（研究対象、研究の歴史、研究方法、研究のトピッ
クス、スポーツ実践への貢献など）としている。
　一方、法学部、現代ビジネス学部をはじめとする既
存の学部では、同様の科目として「基礎演習Ⅰ、Ⅱ」
が総合基礎教育科目（1 年次必修；各 2 単位）として
開講されており、基礎演習Ⅰでは小論文の執筆、基礎
演習Ⅱではグループ学習による課題解決およびプレゼ
ンテーションに重きを置いた内容となっている。
3．初年度の実施状況
　「スポーツ基礎演習」は 8名の教員で担当しており、
教育内容の共通化を図るために学部内に「スポーツ基
礎演習運営委員会」を組織して、年間および毎時間の
実施計画書を作成した上で、毎時間の授業前に担当教
員による打ち合わせを行っている。2016 年度の「ス
ポーツ基礎演習」では、前期に山梨学院大学の歴史、
卒業後の進路、スポーツに関する時事問題などをテー
マとしてレポート作成に取り組ませた。レポートの分
量は A4 版 2 ページ以内とし、レポート執筆の翌週に
その内容を要約して個人ごとに発表を行わせた。また
後期には子どもの体力低下、大学生が巻き込まれやす
い悪徳商法などについて、グループでのプレゼンテー
ションを行わせた。プレゼンテーション資料の作成は
手書きで行い、それを用いて発表を行った。なお前期
には、学生同士のコミュニケーションを深めるために
学部教員が主導してアイスブレイクを行い、後期には
スポーツ科学部生として自分達の身体能力に関心を持
たせることを目的として、新体力テストを実施した注）。
表 1には、その成績を男女別に示した。
4．他大学での状況
　他大学における初年次教育の状況を把握するため
に、日本国内にある体育・スポーツ系学部を持つ私立
大学のうち、インターネット上で教育課程表やシラバ
スを閲覧することのできた 20 の大学について調査し
た。その結果、クラス別の演習形式の科目を 1年次に
必修としているのは 14 校（70％）、レポートの書き方
などの国語表現に関する科目を必修としているのは 7
校（35％）創立者や大学の沿革について学ぶ科目を必
修としているのは 4校（20％）、コンピューターの操作
や表計算などのソフトウェアの操作法についての実習
科目を必修としているのは 3 校（15％）であった。こ
れらのことから多くの大学において、少人数制の演習
を重視するとともに、「読み・書き・計算」といった基
礎的な学習能力の育成を重要視していることが示され
た。
　次に筆者が首都圏にある 2つの大学を訪問して、教
員に対して実際の運営状況などをインタビューした。
（1）A大学について
　A 大学スポーツ科学部は、設置後まもない歴史の
浅い学部である。A 大学スポーツ科学部では建学の
理念を学び、大学生としての学修スキルを習得させる
ことをねらいとした「自主創造の基礎 1、2」が半期
ずつ開講されており、これは全学的に「総合基礎科目」
として必修科目とされている。この科目は約 30 人ず
つのクラス別の授業と、全学部生が集合して行う授業
とによって構成されており、これは本学の「スポーツ
基礎演習」と同様の形式である。内容については全学
共通のガイドラインの中で示されており、1 コマ 15
回の授業のおよそ半分が全学共通、残りが学部独自の
注）新体力テストは文部科学省の定める方法により実施した。　http://www.mext.go.jp/a_menu/sports/stamina/03040901.htm
表１　新体力テストの成績表１．新体力テストの成績
全国平均値 全国平均値
握力（ｋｇ） 46.9 ± 7.3 45.8 31.7 ± 4.4 28.4
上体起こし（回） 35.6 ± 4.6 29.7 32.0 ± 5.5 21.8
長座体前屈（ｃｍ） 47.2 ± 10.0 45.4 50.7 ± 9.2 44.8
反復横跳び（回） 61.4 ± 6.9 50.8 53.9 ± 6.2 41.7
20mシャトルラン（回） 105.1 ± 22.7 81.7 76.0 ± 19.7 43.4
50m走（秒） 6.8 ± 0.5 7.3 7.9 ± 0.7 8.9
立ち幅跳び（㎝） 244.9 ± 24.7 229.9 202.1 ± 22.1 170.0
ハンドボール投げ（ｍ） 32.8 ± 5.9 27.8 19.8 ± 4.6 16.8
１．各項目の成績は（平均値±標準偏差）で表した
２．全国平均値は文献１より19歳の値を引用した
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内容となっている。シラバス等に書かれた具体的な内
容については「自主創造の基礎 1」では建学の精神に
ついて学んだ後に、資料の集め方、レポートの書き方
が示されており、「自主創造の基礎 2」では課題の発
表（プレゼンテーション）、ディスカッションが示さ
れていた。これらの内容は本学部の「スポーツ基礎演
習」と大差はないものと思われるが、資料の随所に「ア
クティブラーニング」であることが強調されており、
自主的・能動的に学ぶ姿勢を身に付けさせるところが
特徴である。また対応いただいた A 教授のお話のな
かから、学生の学修への意欲・関心および基礎的な学
習スキルに較差があることが伺われた。
（2）B大学について
　B 大学はわが国における大学の中でも長い歴史と伝
統のある大学である一方、近年は積極的に学部再編や
新設を進めている。その教育課程の区分と履修単位
は、「教養教育科目」、「総合教育科目」および「専門
教育科目」で 59 単位、「学科共通科目」と「領域科目」
で 65 単位以上修得することとされている。教養教育
科目には一般的な科目名が並んでいるが、「国語表現」
「基礎英語」が通年で必修とされている。B 大学では
「基礎演習」に相当する科目が設置されていない。そ
のためにレポートの書き方といった文書作法について
は、上記の国語表現等の科目でカバーしていると思わ
れる。また全学生について 4年間同じ教員による「ク
ラス担任制」を採用しており、単位履修、進路の相談、
学生生活上の相談については担任の教員が担当してい
る。また 1年次配当「総合教育科目」の必修科目とし
て大学の歴史に関する科目が開設されており、その中
で母校の歴史と伝統を学び帰属意識を高めていると思
われる。お話を伺った B 教授によると、入試の多様
化によりさまざまな背景を持つ学生が入学しているこ
とから体育・スポーツに対する姿勢も多様化しており、
時には指導に苦慮することもあるようである。
5．まとめと今後の課題
　本稿ではスポーツ科学部における 1年次の必修科目
である「スポーツ基礎演習」について、その実践内容
を振り返るとともに他大学の実施内容とも比較しなが
ら、望ましいカリキュラム内容について検討した。
　スポーツ科学に関する専門的な学びの前提として、
他者の話を聞く、自分の考えをまとめて書く、話すと
いった基礎的能力の修得は極めて重要であり、「スポー
ツ基礎演習」で十分に時間を掛けてそれらの能力の育
成を図ることが必要である。その一方で、新体力テス
トの実施等によって、本学における他学部の「基礎演
習」と比べて、小論文（レポート）執筆やプレゼンテー
ションのための技術・能力の育成に十分時間を掛けら
れない可能性がある。これについてはスポーツ科学部
の 2年次必修科目である「スポーツキャリア形成」と
の連携を図ることで、3 年次進級時点までにそれらの
能力を育成していくことが可能であると考えられる。
また「スポーツ基礎演習」が専門科目に位置付けられ
ていることについては、レポートやプレゼンテーショ
ンのテーマとして体育・スポーツに関する題材を扱い、
それについて学生自らに調べさせることで専門的な学
びをある程度担保できるものと考えられる。
　今後の「スポーツ基礎演習」の課題としては以下の
点が挙げられよう。
①近年の入試形態の多様化が進んでいる状況では、同
じ学部の学生であっても基礎学力や学修意欲に差の大
きな集団となっている可能性がある。スポーツ科学部
の現状としては、入学時に学力テストを実施している
ものの、その結果に基づいたクラス編成などは行って
いない。今後は入学時に学力を把握することや、その
結果に基づいた習熟度別のクラス編成や成績不振者に
対しての補習の実施を検討することが必要である。
②現状では「スポーツ基礎演習」は授業アンケートの
対象外科目となっており、学習効果を計る機会が存在
しない。今後、より良いカリキュラムとするためにも
効果検証の方法を考える必要がある。
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